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多くの双方向対話を必要とするアクティブ・ラーニング型講座はオンライン学習には不向きとみなされ

てきた。しかしながら、最近のインターネットベースのビデオ会議システムは、遠隔地に散らばった参加

者間のリアルタイム双方向の会話や小グループでのディスカッションをも快適に行うことができる。この

ようなビデオ会議システムの一つである「ZOOM」を用いて、アクティブ・ラーニング型の講座である
「ナビゲーション講座」のオンライン版を実施した。その結果、対面の講座と同等もしくはそれ以上の学

習効果が得られた。 
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1.	  ナビゲーション講座 
アクティブ・ラーニング型の１泊２日の講座。 
学習目的は子どもの主体的・積極的な学習意欲や探究

心を引き出すための接し方を身につけること。ロールプ

レイなどの体験を通じ、様々な声がけや接し方が子ども

の学習意欲にどのような影響をあたえるかを体感し、自

らの接し方について気づきを得るもの。２００２年より

３０回実施し、高い学習効果と満足度を上げている。 
 

(1)	  ラーンネット・グローバルスクール 1) 
1996年に神戸に創設された民間スクールであり、アフ
タースクール、フルスクール、幼児スクールの３形態か

ら構成される。デンマークの教育にインスピレーション

を得、子ども一人ひとりの探究心や創造性を育む教育を

実施してきた。 

 

図-1 ラーンネット・グローバルスクールの特徴 

(2)	 第3の教育 2) 
ラーンネットでは管理教育でもない、放任教育でもな

い、子どもの自立性・主体性を促す、「第３の教育」を

実施しており、そこで重要な役割を果たすのが子どもの

探究心を育む「ナビゲータ」の役割である。 

 

図－２	 ３つの教育の考え方 

 
図－３	 ナビゲータの特徴 
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(3)	 ナビゲーション講座	3)	

	 ナビゲータの役割を実践的に学ぶ１泊２日の「ナビゲ

ーション講座	 基礎編」を2002年より30回に渡り実施し
た。第三の教育、ナビゲーションの概念を学ぶとともに、

子どもの事例を通じて接し方についてのディスカッショ

ンやロールプレイングを行う、アクティブラーニング型

の講座であり、高い満足度を得ている。 

 

図－４	 ナビゲーションの概念 
 
2.	  ビデオ会議システム「ZOOM」4)	

 
	 インターネットを通じ、PCやスマートフォンなどを
通じて多人数でリアルタイム双方向の会議を実施できる

クラウドベースのオンラインサービス。参加者の回線状

況に応じて帯域を最適化する技術を用いることにより、

安定した接続性がある。小グループでの作業や録画機能

など、多様な機能も兼ね備えている。近年ビジネスでの

会議のみならず、リアルタイムのオンライン講座の実践

にも活用されるようになってきた。 
 
3.	  オンラインナビゲーション講座の概要	
	

ナビゲーション講座とほぼ同等の内容を、遠隔地の参

加者に対してZOOMを用いて、１回２時間の講座を月１
回、６ヶ月に渡って実施した。毎回のテーマを決め、そ

のテーマに関するロールプレイングを小グループで実施

し、 Facebookグループにて振り返りを行った。 
	 その結果、対面の講座と比べて遜色ないどころか、高

い学習効果があった。その鍵は、講座間のインターバル

における、受講者同士のやりとりによるインフォーマ

ル・ラーニングにある。その実例を紹介する。 
 

 

図－５	 オンライン講座毎回のテーマ 
 
4.	 考察	
 
オンライン版と対面版の両方に参加した受講生にイン

タビューを実施することを通じて、オンライン講座と対

面講座のメリット・デメリットをまとめた。 

 
 

5.	 結論と課題	
	 ナビゲーション講座のオンライン化を通じ、オンライ

ン講座でも対話型、参加型の学びが得られるとともに、

さらに、インターバルを開けることにより、学びの共有

や深化が見られることがわかった。 
	 一方、非言語型のコミュニケーションや参加者同士の

つながりなどは対面型に劣る面があり、今後運営面、技

術面の工夫によりさらに学習効果を高めることが期待さ

れる。 
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We compared learning outcome of online version and face to face version of an active learning work-

shop. Thanks to the development of cloud-based video conference technologies, online version produced 
even better result in a certain setting.  


